
 

                                      

                                      

                                      

                                      

                                     

 

（1）2020年（令和 2年）8月 1日   新宮木協だより          第 145号  

 貯木場と新宮・紀宝道路工事状況の航空写真（撮影：令和 2 年 7 月 2 日） 



 

林
業
・木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止 

協
会
和
歌
山
県
支
部
新
宮
分
会 

第
40
回 

通
常
総
会 

書
面
議
決 

コ
ロ
ナ
対
策
支
援
事
業 

   

令
和

2

年

5

月

21

日

（
木
）
、
第
71
回
通
常
総
会
を

新
宮
木
材
会
館
大
会
議
室
に

於
い
て
開
催
（
組
合
員
26
名

の
内
、
本
人
出
席
9
名
、
書
面

出
席
4
名
、
委
任
状
出
席
9

名
、
代
理
人
出
席
2
名
、
合
計

24
名
）
。
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
出
来
る
限
り
委
任
状
又

は
書
面
決
議
で
の
出
席
を
依

頼
し
少
人
数
で
行
な
い
ま
し

た
。
議
案
審
議
で
は
提
出
議

案
は
全
て
原
案
の
通
り
承
認

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
役
員
改

選
の
年
に
あ
た
り
選
考
委
員

に
よ
り
理
事
9
名
、
監
事
2

名
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
例

年
な
ら
総
会
終
了
後
懇
親
会

を
開
き
、
組
合
員
の
親
交
を

深
め
て
い
ま
し
た
が
、
先
の

も
記
載
の 

  

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
考
慮
し
、

今
回
の
懇
親
会
は
中
止
致
し

ま
し
た
。 

令
和
2
年
度 

役
員 

理

事

長 

植
松 

 

浩 

副
理
事
長 

谷
口 

泰
仁 

〃 
 

瀬
古 

伸
一
郎 

理

事 

森
谷 

 

功 

〃 
 

岡
﨑 

武
人 

〃 
 

吉
田 

一
茂 

〃 
 

川
﨑 
康
弘 

〃 
 

速
水 

祥
久 

〃 
 

板
谷 

貴
史 

監

事 

山
下 

充
洋 

〃 
 

稲
垣 

幸
二 

       

                         

  

                       

 

林
業
並
び
に
木
材
製
造
業
に

於
け
る
労
働
者
の
安
全
及
び

衛
生
並
び
に
労
働
災
害
防
止

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
昭
和

五
六
年
一
月
に
設
立
し
た
本

分
会
の
第
40
回
通
常
総
会
を

今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
か
ら
書
面

決
議
に
て
行
い
、
全
議
案
賛

成
多
数
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
又
、
令
和
2
年
度
も
防

災
意
識
を
向
上
さ
せ
、
指
導

や
情
報
発
信
を
行
っ
て
参
り

ま
す
。 

  

コ
ロ
ナ
禍
に
対
す
る
支
援

事
業
と
し
て
次
の
通
り
実
施

し
ま
し
た
。 

（
１
）
夏
季
融
資 

例
年
7
月
実
行
の
夏
季
融

資
を
1
ヶ
月
前
倒
し
し
、
更

に
利
率
も
本
来
１
％
の
所
を

無
利
子
で
実
施
し
ま
し
た
。 

実

行

日 

6
月
10
日 

融
資
金
額 

530
万
円
限
度 

融
資
利
率 

0
％ 

返
済
期
間 

2
年
以
内 

（
２
）
見
舞
金 

 

組
合
員
一
律
3
万
円
を
見

舞
金
と
し
て
支
給
し
ま
し
た
。 

新 

宮 

木 

材 

協 

同 

組 

合 

第 

71
回 

通 

常 

総 

会 

第 145号            新宮木協だより  2020年（令和 2年）8月 1日（2） 

理事長挨拶 

理 事 会 

◎速水 祥久 
○岡﨑 武人 
○森谷  功 
○山下 充洋 
○三島 正人 
○稲田 万芳 
○板谷 貴史 

総 務 
委 員 会 
 

財 務 
委 員 会 
 

◎板谷 貴史 
○稲垣 幸二 
○岡﨑 武人 
○山下 充洋 
○吉田 一茂 
○井上 章一 
○川﨑 康弘 

 
 

活 性 化 
特 別 委 員 会 
 

◎川﨑 康弘 
○吉田 一茂 
○森谷  功 
○稲垣 幸二 
○速水 祥久 
○久保 雅稔 
○  

 
 

 
特別委員会 
 

◎植松  浩 
○谷口 泰仁 

 
組合員 

全員が委員 

理 事 長 植松  浩 

副理事長 谷口 泰仁 

副理事長 瀬古伸一郎 

理 事 長 
三 役 会 
運 営 全 般 

事 務 局 

担当 植松理事長 担当 瀬古副理事長 担当 谷口副理事長 

（新宮港関係担当） （熊野材利用推進担当） 

◎は委員長 

○は副委員長 



 

新
宮
・
紀
宝
道
路
関
係 

熊
野
木
ま
つ
り
記
念
市 

 

 迂
回
路
用
地
の
貸
与 

新
宮
・
紀
宝
道
路
の
事
業

化
に
伴
う
組
合
所
有
地
の
収

用
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年

度
に
上
貯
木
場
の
一
部
、
令

和
元
年
度
に
下
貯
木
場
の
一

部
等
の
土
地
売
買
契
約
を
締

結
し
主
用
部
分
の
収
用
は
終

了
致
し
ま
し
た
。
令
和
2
年

度
、
3
年
度
は
新
宮
・
紀
宝
道

路
建
設
に
伴
い
、
当
該
道
路

と
交
差
す
る
組
合
前
の
県
道

に
門
型
カ
ル
バ
ー
ト
工
事

（
ボ
ッ
ク
ス
、
ト
ン
ネ
ル
）
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
県
道
の

迂
回
路
工
事
の
た
め
組
合
の

上
貯
木
場
の
一
部
貸
与
と
県

道
沿
い
の
木
柵
の
一
部
撤
去

に
つ
い
て
国
交
省
と
の
間
で

契
約
を
行
い
ま
し
た
。 

 

木
柵
の
一
部
撤
去
に
つ
い

て
は
既
に
完
了
し
、
貯
木
場

の
一
部
貸
与
は
令
和
4
年
3

月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。 

 

尚
、
今
後
は
県
道
の
ボ
ッ

ク
ス
工
事
に
関
連
し
て
県
道

拡
幅
工
事
も
予
定
さ
れ
て
お

り
、
組
合
が
こ
の
工
事
の
影

響
を
受
け
る
の
は
令
和
4
年

以
降
の
見
通
し
で
す
。 

           

貯
木
場
の
移
転 

下
貯
木
場
の
山
側
及
び
海

側
の
貯
木
場
整
備
が
昨
年
12

月
に
終
了
し
た
こ
と
か
ら
上

貯
木
場
利
用
者
に
夫
々
移
転

を
お
願
い
し
2
月
末
に
は
移

転
を
完
了
し
ま
し
た
。
関
係

者
の
皆
さ
ん
ス
ム
ー
ズ
な
移

転
に
ご
協
力
頂
き
有
難
う
御

座
い
ま
し
た
。 

 

代
替
地
の
取
得 

新
宮
・
紀
宝
道
路
の
事
業

化
に
伴
う
組
合
所
有
地
の
収

用
に
関
し
て
、
税
制
面
の
特

例
を
利
用
し
、
且
つ
有
効
利

用
で
き
る
代
替
地
と
し
て
左

記
物
件
を
取
得
し
ま
し
た
。 

記 

1
．
契
約
日 

 

令
和
2
年
1
月
24
日(

金) 

2
．
物 

件 
 

 

新
宮
市
あ
け
ぼ
の 

五
四
七
〇
番
十
五
雑
種
地 

４
０
３
７
㎡ 

（
１
２
２
１
坪
） 

             

上
貯
木
場
の
再
整
備 

㈱
新
宮
原
木
市
場
の
営
業

拠
点
を
9
月
か
ら
上
貯
木
場

に
移
す
に
当
た
り
上
貯
木
場

及
び
代
替
地
取
得
し
た
山
一

木
材
等
の
特
に
舗
装
の
損
傷

が
大
き
い
箇
所
を
整
備
し
て

お
り
併
せ
て
木
材
会
館
裏
の

整
地
に
つ
い
て
も
減
少
す
る

駐
車
場
を
確
保
す
る
た
め
整

備
し
て
お
り
ま
す
。 

                

  

毎
年
恒
例
の
熊
野
木
ま
つ

り
記
念
市
を
今
年
は

3

月

19
日
（
木
）
午
前
10
時
か
ら

に
変
更
し
、
出
材
量
の
向
上

を
図
り
、
他
の
市
場
の
記
念

市
よ
り
も
早
く
す
る
こ
と
で

買
方
さ
ん
に
も
買
っ
て
頂
き

や
す
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。

開
催
日
の
変
更
も
あ
り
、
記

念
市
は
盛
況
に
終
わ
り
ま
し

た
。 

集
荷
量…

１
２
５
９
㎥ 

平
均
単
価…

 

１
万 

９
０
０
円 

杉…

１
万
０
４
０
０
円 

桧…

１
万
２
０
０
０
円 

           

（3）2020年（令和 2年）8月 1日   新宮木協だより          第 145号  

迂回路工事に伴い木柵の撤去 

取得した代替地 

ドラッグストア 

セイムスあけぼの店 

上貯木場の一体利用工事 会館裏の利用範囲拡大工事 

市の風景 



 

木
霊
塔
行
事
に
つ
い
て 

   

今
年
度
の
木
霊
塔
に
つ
い
て 

  

令
和
2
年
度
の
木
霊
供
養

は
昨
今
の
コ
ロ
ナ
対
策
と
し

て
人
の
密
を
避
け
る
た
め
に

お
祭
り
色
を
な
く
し
、
供
養

の
み
に
徹
し
た
方
法
で
行
う

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

詳
細
と
し
ま
し
て
、 

①
参
加
者
は
組
合
員
の
み
に

限
定
す
る
。 

②
来
賓
の
招
待
は
控
え
る
。

③
モ
チ
投
げ
は
中
止
。 

④
新
緑
会
の
木
や
り
音
頭
、

木
工
展
の
表
彰
は
中
止
。 

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
毎
年
、

楽
し
み
に
し
て
頂
い
て
お
り

ま
す
も
ち
投
げ
も
中
止
と
い

う
こ
と
で
大
変
残
念
に
思
い

ま
す
が
ど
う
か
ご
了
承
下
さ

い
。
尚
、
開
催
日
は
10
月
15

日
（
木
）
と
変
更
は
御
座
い
ま

せ
ん
。 

 

今
後
の
木
霊
塔
に
つ
い
て 

 

外
部
的
に
は
来
年
度
以
降

の
県
道
拡
幅
工
事
の
影
響
で

現
在
の
木
霊
塔
の
移
転
が
余

儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
又
、
内

部
的
に
は
組
合
員
数
の
減
少

に
よ
り
献
木
者
の
人
選
も

年
々
難
し
く
な
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
う
し
た
中
で
今
後
の

木
霊
塔
行
事
の
在
り
方
、
移

転
場
所
に
つ
い
て
総
務
委
員

会
に
於
い
て
検
討
を
重
ね
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 

木
材
を
生
業
と
し
て
い
る

我
々
業
界
と
し
て
は
木
材
に

感
謝
し
供
養
す
る
精
神
を
大

切
に
そ
の
環
境
を
整
え
る
こ

と
は
大
事
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
県
道
拡
幅
工
事
に
よ

る
木
霊
塔
の
移
転
先
候
補
を

図
の
よ
う
に
検
討
し
て
お
り

ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
に
は

貴
重
な
ご
意
見
を
頂
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
遠

慮
な
く
事
務
局
へ
ご
連
絡
下

さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

                               

                               

                        

第 145号            新宮木協だより  2020年（令和 2年）8月 1日（4） 

③は県道拡幅工事が終了するまで 

撤去した状態としておく 

①収用された部分を除いた残地内で 

再配置する。 

②収用された部分を除いた残地内で 

向きを 90°変えて再配置する。 

木霊塔 百年碑 

歴代献木者 

銅 像 石 碑 



 

第
75
回
木
青
連
近
畿
大
会 

 
 

in
和
歌
山 

 

 
 

 

『
大

運

動

会

』 
事
務
局
月
一
回
土
曜 

休
業
日
の
ご
案
内
（
予
定
） 

（
8
月
～
12
月
） 

8
月
22
日
（
土
） 

9
月
26
日
（
土
） 

10
月
24
日
（
土
） 

11
月
28
日
（
土
） 

12
月
26
日
（
土
） 

 

         

  

1

月

25

日
に
新
緑
会
主

催
に
よ
る
毎
年
恒
例
の
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
人
数
は
75
人
で
、

家
族
や
、
従
業
員
が
参
加
し

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

大
会
終
了
後
は
順
位
発
表
を

行
な
い
、
協
賛
し
て
頂
い
た

皆
さ
ん
の
景
品
を
贈
呈
し
ま

し
た
。
協
賛
し
て
頂
い
た
皆

様
に
は
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

         

 

 

  日
時 令

和
2
年
2
月
22
日
（
土
） 

会
場
：
片
男
波
公
園
健
康
館 

 

今
回
は
紀
南
木
材
新
緑
会

か
ら
5
名
が
参
加
致
し
ま
し

た
。
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
年
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
催
し
を
講
演
会
な
ど

で
は
な
く
、
参
加
者
全
員
で

体
を
動
か
し
、
チ
ー
ム
対
抗

の
対
戦
形
式
で
行
う
ス
ポ
ー

ツ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
お

り
ま
し
た
。
日
頃
の
仕
事
と

は
違
っ
た
体
の
使
い
方
に
参

加
者
夫
々
苦
戦
し
な
が
ら
楽

し
く
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
又
、
そ
の
後
の
懇
親
会
で

は
他
地
区
会
団
と
交
流
を
深

め
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

（
野
中 

亮
伸
）  

参
加
者 

 

野
中 

亮
伸
、
速
水 

洋
平 

 

中
谷 

友
哉
、
倉
谷 

良
太 

 
久
保 

雅
稔 

       

       

          

樹
種 

形 状 
令和 2 年 備 考 

5 月 6 月 7 月 
長さ 
（m） 

径 
（cm） 

杉 

4m 小丸太材 
7,900 
(7,800) 

7,900 
(8,000) 

7,800 
(7,900) 4 6～13 

3m  14～20 
9,600 
(9,000) 

8,600 
(9,600) 

9,400 
(9,500) 3 14～20 

3m 22cm 上材 
10,500 
(10,100) 

10,700 
(12,000) 

11,300 
(10,000) 3 22～ 

4m  14～22 
6,800 
(9,300) 

7,200 
(10,000) 

7,200 
(10,000) 4 14～22 

4m 24cm 上材 
9,900 

(10,500) 
8,200 

(10,300) 
9,400 

(10,700) 4 24～ 

檜 

4m 小丸太材 
20,900 
(7,600) 

― 
(7,800) 

9,000 
(7,700) 4 6～13 

3m  14～20 
9,400 

(10,200) 
10,600 
(10,500) 

11,700 
(10,300) 3 14～20 

3m 22cm 上材 
11,100 
(11,600) 

10,900 
(10,900) 

12,300 
(11,900) 3 22～ 

4m  14～22 
10,100 
(11,900) 

11,600 
(10,900) 

11,700 
(11,400) 4 14～22 

4m 24cm 上材 
12,200 
(15,600) 

11,400 
(13,900) 

13,400 
(18,100) 4 24～ 

杉総平均単価 
9,700 
(9,600) 

9,100 
(10,200) 

9,700 
(10,000)  

檜総平均単価 
11,000 
(12,100) 

11,300 
(11,000) 

12,200 
(12,300)  

総平均単価 
9,900 

(10,600) 
9,700 

(10,600) 
10,400 
(10,800)  

（5）2020年（令和 2年）8月 1日   新宮木協だより           第 145号  
 

◆
事
務
局
お
盆
休
み 

8

月

9

日
（
日
） 

～

16

日
（
日
） 

◆
第

42

回 

児
童･

生
徒 

木
工
工
作
コ
ン
ク
ー
ル 

Ｈ
Ｐ
上
の
み
で
展
示
開
催 

◆
第

61

回 

木
霊
塔
建
立
供
養
式 

 

献
木
者 

新
宮
木
材
協
同
組
合 

 
 
 
 

10

月

15

日
（
木
） 

◆
新
宮
秋
ま
つ
り
記
念
市 

10

月

17

日
（
土
） 

 

㎥単価 （ ）は令和元年度 

木協行事 

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会 

例年新緑会が行っております親子木工教室は新型コロナウ

イルス感染症の感染拡大が懸念されるため開催を中止とさ

せて頂きました。尚、第 42回児童・生徒木工工作コンクー

ルは、形式を変えＨＰ上で展示する方法で開催となりますの

でご理解頂きますようお願い申し上げます。 

お知らせ 

ボウリング風景 表彰式の様子 

集合写真 



 

                             

                             

                             

         

◇
今
月
号
の
表
紙
は
、
熊
野

川
方
面
か
ら
ド
ロ
ー
ン
で

撮
影
し
た
新
宮
・
紀
宝
道

路
の
工
事
の
進
捗
状
況
が

よ
く
わ
か
る
航
空
写
真
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
日
々

様
変
わ
り
す
る
貯
木
場
の

姿
が
見
て
取
れ
る
と
思
い

ま
す
。 

 

◇
今
年
上
半
期
は
コ
ロ
ナ
一

色
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
つ
ま
で
続
く
の
か
ま
だ

ま
だ
不
安
は
払
拭
さ
れ
ま

せ
ん
。
早
い
終
息
を
祈
る

ば
か
り
で
す
。 

 

◇
5
月
は
例
年
各
団
体
の
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、

今
年
は
少
人
数
で
の
開
催

や
書
面
決
議
で
の
開
催
等

が
中
心
で
し
た
。
当
組
合

の
総
会
も
少
人
数
で
の
開

催
を
お
願
い
し
、
総
会
後

の
懇
親
会
も
中
止
し
ま
し

た
。
本
来
な
ら
組
合
員
間

の
親
睦
を
深
め
る
機
会
と

な
っ
て
お
り
今
年
は
大
変

寂
し
い
も
の
と
な
り
ま
し

た
。 

 

◇
新
宮
原
木
市
場
は
8
月
末

で
下
貯
木
場
を
明
け
渡
し
、

上
貯
木
場
で
の
事
業
開
始

に
向
け
て
着
々
と
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
丸
太
選

別
機
・
皮
剥
機
も
ほ
ぼ
設

置
が
完
了
し
新
天
地
で
の

事
業
経
営
の
安
定
、
拡
大

が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

末 社 詣 り 

組合恒例の末社詣り行事を旧暦の元日にあたる 1月 25日（土）に行ないました。晴天の下、参加者は神
社にて頭をたれ業界の隆昌と安泰を祈願いたしました。各神社を参拝後は熊野荘にて伝統の「どじょう汁」
に舌つづみをうち、正月らしい賑わいで旧元日をお祝い致しました。（参加者 14名） 
 
（速玉大社－牛鼻神社－中村神社－烏止野神社－阿須賀神社－神倉神社（遥拝）－王子神社（遥拝）） 

神倉神社と王子神社は速玉大社の摂社
せっしゃ

（本社と末社の間に位置する神社）である阿須賀神社より遥拝 
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名
義
変
更 

浦
木 

清
十
郎
氏 

↓ 

小
林 

た
か
子
氏 

組合員の動静 

 速玉神社での玉串奉奠
ほうてん

  熊野荘での懇親会 


